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(57)【要約】
【課題】封止層５０の封止性能の低下を防止することを
目的とする。
【解決手段】表示装置は、可撓性基板１０と、可撓性基
板１０に設けられた複数の積層体５６と、複数の積層体
５６をそれぞれ封止する複数の封止層５０と、を有する
。複数の積層体５６のそれぞれは、下部電極３６と、上
部電極４４と、下部電極３６及び上部電極４４の間に介
在する発光層４２と、を含み、少なくとも１つの発光素
子４８を構成する。隣同士の封止層５０は、スペースＳ
を挟んで分離する。複数の封止層５０のそれぞれに封止
される上部電極４４は、隣にある封止層５０に封止され
る上部電極４４から、スペースＳを介して分離している
。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　可撓性基板と、
　前記可撓性基板に設けられた複数の積層体と、
　前記複数の積層体をそれぞれ封止する複数の封止層と、
　を有し、
　前記複数の積層体のそれぞれは、下部電極と、上部電極と、前記下部電極及び前記上部
電極の間に介在する発光層と、を含み、少なくとも１つの発光素子を構成し、
　隣同士の前記封止層は、スペースを挟んで分離し、
　前記複数の封止層のそれぞれに封止される前記上部電極は、隣にある前記封止層に封止
される前記上部電極から、前記スペースを介して分離していることを特徴とする表示装置
。
【請求項２】
　請求項１に記載された表示装置において、
　前記可撓性基板は、互いに対向する一対の端部を有し、
　前記スペースは、前記一対の端部にわたって延びることを特徴とする表示装置。
【請求項３】
　請求項２に記載された表示装置において、
　前記可撓性基板は、矩形の外形を有し、
　前記スペースが延びる方向は、前記矩形のいずれかの辺が延びる方向であることを特徴
とする表示装置。
【請求項４】
　請求項２に記載された表示装置において、
　前記可撓性基板は、矩形の外形を有し、
　前記スペースが延びる方向は、前記矩形のいずれの辺にも交差することを特徴とする表
示装置。
【請求項５】
　請求項１から４のいずれか１項に記載された表示装置において、
　前記スペースは、前記可撓性基板の互いに対向する一対の端部にわたって線状に延びる
線状部を含み、
　前記複数の封止層のそれぞれは、前記線状部に沿って連続的に延びており、
　前記複数の積層体のそれぞれは、前記線状部に沿って配列される一群の発光素子を構成
していることを特徴とする表示装置。
【請求項６】
　請求項５に記載された表示装置において、
　前記複数の積層体のそれぞれが有する前記上部電極は、前記一群の発光素子に対応する
複数の電極部が連続した形状を有することを特徴とする表示装置。
【請求項７】
　請求項６に記載された表示装置において、
　前記複数の積層体の下に回路層をさらに有し、
　前記複数の積層体のそれぞれが有する前記上部電極は、前記線状部に沿った両端部で前
記回路層に電気的に接続することを特徴とする表示装置。
【請求項８】
　請求項５から７のいずれか１項に記載された表示装置において、
　前記一群の発光素子は、前記線状部に沿って一列で配列されていることを特徴とする表
示装置。
【請求項９】
　請求項５から７のいずれか１項に記載された表示装置において、
　前記一群の発光素子は、前記線状部に沿って複数列で配列されていることを特徴とする
表示装置。
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【請求項１０】
　請求項５から７のいずれか１項に記載された表示装置において、
　前記複数の封止層の少なくとも１つである第１の封止層には、前記一群の発光素子が、
前記線状部に沿って第１の列数で配列され、
　前記複数の封止層の他の少なくとも１つである第２の封止層には、前記一群の発光素子
が、前記線状部に沿って第２の列数で配列され、
　前記第１の列数は、前記第２の列数よりも大きいことを特徴とする表示装置。
【請求項１１】
　請求項１０に記載された表示装置において、
　前記第１の封止層は、前記第２の封止層よりも、前記可撓性基板の中央に近い位置にあ
ることを特徴とする表示装置。
【請求項１２】
　請求項１に記載された表示装置において、
　前記スペースは、第１の直線に沿って延びる第１のスペースと、前記第１の直線に交差
する第２の直線に沿って延びる第２のスペースと、を含み、
　前記複数の封止層は、前記第１のスペース及び前記第２のスペースによって、複数行複
数列で配列されるように分離されることを特徴とする表示装置。
【請求項１３】
　請求項１２に記載された表示装置において、
　前記可撓性基板は、矩形の外形を有し、
　前記第１の直線は、前記矩形のいずれかの辺に平行であり、
　前記第２の直線は、前記第１の直線に直交することを特徴とする表示装置。
【請求項１４】
　請求項１２又は１３に記載された表示装置において、
　前記複数の積層体のそれぞれは、複数行複数列で配列される一群の発光素子を構成して
いることを特徴とする表示装置。
【請求項１５】
　請求項１４に記載された表示装置において、
　前記複数の積層体のそれぞれが有する前記上部電極は、前記一群の発光素子に対応する
複数の電極部が連続した形状を有することを特徴とする表示装置。
【請求項１６】
　請求項１５に記載された表示装置において、
　前記複数の積層体の下に回路層をさらに有し、
　前記複数の積層体のそれぞれが有する前記上部電極は、前記一群の発光素子に対応して
複数の電極部でそれぞれ前記回路層に電気的に接続することを特徴とする表示装置。
【請求項１７】
　請求項１２又は１３に記載された表示装置において、
　前記複数の積層体のそれぞれは、１つの発光素子を構成していることを特徴とする表示
装置。
【請求項１８】
　請求項１７に記載された表示装置において、
　前記複数の積層体の下に回路層をさらに有し、
　前記複数の積層体のそれぞれが有する前記上部電極は、前記回路層に電気的に接続する
ことを特徴とする表示装置。
【請求項１９】
　請求項１から１８のいずれか１項に記載された表示装置において、
　前記可撓性基板は湾曲しており、
　前記スペースは、前記可撓性基板が湾曲している方向に交差する方向に、延びることを
特徴とする表示装置。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、有機発光ダイオード（OLED; Organic Light Emitting Diode）等の発光体を用い
て曲げることが可能なシートディスプレイの開発が進んでいる（特許文献１）。有機発光
ダイオードは、水分の影響を受けやすいため、封止膜で覆われるようになっている（特許
文献２）。また、バリア性を向上させるために、有機膜を一対の無機膜で挟んだ構造の封
止膜が知られている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１１－２２７３６９号公報
【特許文献２】特開２０１３－１０５１４４号公報
【特許文献３】特開２０１２－２１６３３８号公報
【特許文献４】特開２００６－２９４４９０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　有機膜と無機膜は、硬さが異なるために許容曲率に違いがあり、そのために界面で剥離
が生じたり、硬い無機膜が割れたりする。これにより、封止膜の封止性能が劣るという問
題があった。なお、特許文献３及び特許文献４には、絶縁層に溝を形成することが開示さ
れているが、その絶縁層は封止層ではない。
【０００５】
　本発明は、封止層の封止性能の低下を防止することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明に係る表示装置は、可撓性基板と、前記可撓性基板に設けられた複数の積層体と
、前記複数の積層体をそれぞれ封止する複数の封止層と、を有し、前記複数の積層体のそ
れぞれは、下部電極と、上部電極と、前記下部電極及び前記上部電極の間に介在する発光
層と、を含み、少なくとも１つの発光素子を構成し、隣同士の前記封止層は、スペースを
挟んで分離し、前記複数の封止層のそれぞれに封止される前記上部電極は、隣にある前記
封止層に封止される前記上部電極から、前記スペースを介して分離していることを特徴と
する。
【０００７】
　本発明によれば、隣同士の封止層の間にあるスペースでは、封止層に応力が生じること
なく、可撓性基板を曲げることができるので、封止層の封止性能の低下を防止することが
できる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】図１（Ａ）は、本発明の第１の実施形態に係る表示装置の斜視図であり、図１（
Ｂ）は、図１（Ａ）に示す表示装置の使用状態を示す図である。
【図２】図１（Ａ）に示す表示装置のII－II線断面を一部省略して示す拡大図である。
【図３】図１（Ａ）に示す表示装置のIII－III線断面を一部省略して示す拡大図である。
【図４】複数の下部電極及び発光層を示す斜視図である。
【図５】複数の上部電極を示す斜視図である。
【図６】複数の封止層を示す斜視図である。
【図７】本発明の第２の実施形態に係る表示装置の断面図である。
【図８】本発明の第２の実施形態に係る表示装置の複数の封止層を示す斜視図である。
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【図９】本発明の第３の実施形態に係る表示装置の使用状態を示す斜視図である。
【図１０】本発明の第３の実施形態に係る表示装置の複数の上部電極を示す斜視図である
。
【図１１】本発明の第３の実施形態に係る表示装置の複数の封止層を示す斜視図である。
【図１２】本発明の第４の実施形態に係る表示装置の使用状態を示す斜視図である。
【図１３】本発明の第４の実施形態に係る表示装置の複数の上部電極を示す斜視図である
。
【図１４】本発明の第４の実施形態に係る表示装置の複数の封止層を示す斜視図である。
【図１５】本発明の第５の実施形態に係る表示装置の使用状態を示す斜視図である。
【図１６】本発明の第５の実施形態に係る表示装置の複数の上部電極を示す斜視図である
。
【図１７】本発明の第５の実施形態に係る表示装置の複数の封止層を示す斜視図である。
【図１８】本発明の第６の実施形態に係る表示装置の複数の封止層を示す斜視図である。
【図１９】本発明の第６の実施形態に係る表示装置の断面図である。
【図２０】本発明の第７の実施形態に係る表示装置の複数の封止層を示す斜視図である。
【図２１】本発明の第７の実施形態に係る表示装置の断面図である。
【図２２】本発明の第８の実施形態に係る表示装置の複数の封止層を示す平面図である。
【図２３】本発明の第９の実施形態に係る表示装置の複数の封止層を示す平面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、本発明の実施形態について図面を参照して説明する。但し、本発明は、その要旨
を逸脱しない範囲において様々な態様で実施することができ、以下に例示する実施形態の
記載内容に限定して解釈されるものではない。
【００１０】
　図面は、説明をより明確にするため、実際の態様に比べ、各部の幅、厚さ、形状等につ
いて模式的に表される場合があるが、あくまで一例であって、本発明の解釈を限定するも
のではない。本明細書と各図において、既出の図に関して説明したものと同様の機能を備
えた要素には、同一の符号を付して、重複する説明を省略することがある。
【００１１】
　さらに、本発明の詳細な説明において、ある構成物と他の構成物の位置関係を規定する
際、「上に」「下に」とは、ある構成物の直上あるいは直下に位置する場合のみでなく、
特に断りの無い限りは、間にさらに他の構成物を介在する場合を含むものとする。
【００１２】
［第１の実施形態］
　図１（Ａ）は、本発明の第１の実施形態に係る表示装置の斜視図である。表示装置とし
て、有機エレクトロルミネッセンス表示装置を例に挙げる。表示装置は、例えば、赤、緑
及び青からなる複数の画素（サブピクセル）を組み合わせて、フルカラーの画像を表示す
るようになっている。表示装置は、可撓性基板１０を有する。可撓性基板１０は、矩形（
例えば長方形）の外形を有する。可撓性基板１０は、複数の画素がマトリクス状に配置さ
れた表示領域ＤＡ及びこれを囲む周辺領域ＰＡを有する。可撓性基板１０には、画像を表
示するための素子を駆動するための集積回路チップ１２が搭載されており、外部との電気
的接続のために図示しないフレキシブルプリント基板を接続してもよい。
【００１３】
　図１（Ｂ）は、図１（Ａ）に示す表示装置の使用状態を示す図である。表示装置は、屈
曲又は湾曲させて使用するようになっている。可撓性基板１０は、外形が長方形になって
おり、長辺に沿った軸を中心に湾曲している。つまり、可撓性基板１０は、短辺が湾曲し
ている。
【００１４】
　図２は、図１（Ａ）に示す表示装置のII－II線断面を一部省略して示す拡大図である。
可撓性基板１０は、ポリイミド樹脂やポリエチレンテレフタラート等から形成されている
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。可撓性基板１０には、それ自体が含有する不純物に対するバリアとなるアンダーコート
層１４が形成される。アンダーコート層１４は、シリコン酸化膜又はシリコン窒化膜等か
らなり、それらの積層構造であってもよい。アンダーコート層１４の上には半導体層１６
が形成されている。半導体層１６にソース電極１８及びドレイン電極２０が電気的に接続
し、半導体層１６を覆ってゲート絶縁膜２２が形成されている。ゲート絶縁膜２２の上に
はゲート電極２４が形成され、ゲート電極２４を覆って層間絶縁膜２６が形成されている
。ソース電極１８及びドレイン電極２０は、ゲート絶縁膜２２及び層間絶縁膜２６を貫通
している。半導体層１６、ソース電極１８、ドレイン電極２０及びゲート電極２４を含む
薄膜トランジスタ２８が構成される。薄膜トランジスタ２８を覆うようにパッシベーショ
ン膜３０が設けられている。可撓性基板１０には、薄膜トランジスタ２８を含む回路層３
２が積層されている。回路層３２は、周辺領域ＰＡ（図１（Ａ）参照）にも至るようにな
っている。
【００１５】
　パッシベーション膜３０の上には、平坦化層３４が設けられている。平坦化層３４の上
には、複数の画素（サブピクセル）それぞれに対応するように、複数の下部電極３６（例
えば陽極）が設けられている。平坦化層３４は、少なくとも下部電極３６が設けられる面
が平坦になるように形成される。平坦化層３４としては、感光性アクリル樹脂等の有機材
料が多く用いられる。下部電極３６は、平坦化層３４及びパッシベーション膜３０を貫通
するコンタクトホール３８によって、半導体層１６上のソース電極１８及びドレイン電極
２０の一方に電気的に接続している。
【００１６】
　平坦化層３４及び下部電極３６の上に、絶縁層４０が形成されている。絶縁層４０は、
下部電極３６の周縁部に載り、下部電極３６の一部（例えば中央部）を開口させるように
形成されている。絶縁層４０によって、下部電極３６の一部を囲むバンクが形成される。
【００１７】
　下部電極３６上に発光層４２が設けられている。発光層４２は、図２に示す断面では、
下部電極３６ごとに別々に（分離して）設けられている。この場合は各画素に対応して青
、赤又は緑で発光層４２が発光するようになる。各画素に対応する色はこれに限られず、
例えば、黄又は白等が追加されてもよい。発光層４２は、例えば、蒸着により形成される
。あるいは、発光層４２は、表示領域ＤＡを覆う全面に、複数の画素に亘るように形成し
てもよい。つまり、発光層４２を絶縁層４０上で連続するように形成してもよい。この場
合、発光層４２は溶媒分散による塗布により形成する。発光層４２を複数の画素に亘るよ
うに形成する場合は、全サブピクセルにおいて白色で発光し、図示しないカラーフィルタ
を通して所望の色波長部分を取り出す構成になる。
【００１８】
　発光層４２の上には、上部電極４４（共通電極又は陰極）が設けられている。上部電極
４４は、バンクとなる絶縁層４０の上に載る。上部電極４４は、図２に示す断面では、隣
り合う下部電極３６の上方で連続している。発光層４２は、下部電極３６及び上部電極４
４に挟まれ、両者間を流れる電流によって輝度が制御されて発光する。発光層４２と下部
電極３６との間には、図示しない正孔輸送層及び正孔注入層の少なくとも一層を設けても
よい。発光層４２と上部電極４４との間には、図示しない電子輸送層及び電子注入層の少
なくとも一層を設けてもよい。
【００１９】
　図３は、図１（Ａ）に示す表示装置のIII－III線断面を一部省略して示す拡大図である
。図３に示す断面には、可撓性基板１０の厚肉部１０ａと薄肉部１０ｂが示されている。
厚肉部１０ａ及び薄肉部１０ｂは、交互に並んでそれぞれ一方向（図１のII－II線の方向
）に延びる。なお、図２に示す可撓性基板１０は、厚肉部１０ａのみの断面で示してある
。薄肉部１０ｂでは、可撓性基板１０が曲がりやすい。薄肉部１０ｂが延びる方向（第１
方向Ｄ１）に沿った線（図１のII－II線）に平行な軸を中心として、可撓性基板１０は曲
がりやすくなっている。
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【００２０】
　図４は、複数の下部電極及び発光層を示す斜視図である。複数の下部電極３６は、第１
方向Ｄ１及び第２方向Ｄ２に配列されている。第１方向Ｄ１は、可撓性基板１０の平面形
状である長方形の長辺に沿っており、第２方向Ｄ２が短辺に沿っている。複数の下部電極
３６の第１方向Ｄ１の隣にコンタクト部４６が設けられている。詳しくは、第１方向Ｄ１
に一列で並ぶ一群の下部電極３６の両方向の外側に、それぞれ、コンタクト部４６が設け
られている。コンタクト部４６は、周辺領域ＰＡ（図１（Ａ）参照）にあり、回路層３２
（図２又は図３）に電気的に接続される。
【００２１】
　複数の下部電極３６に重なるように複数の発光層４２が設けられている。詳しくは、第
１方向Ｄ１に一列で並ぶ一群の下部電極３６に連続的に重なるように、それぞれの発光層
４２が設けられている。第１方向Ｄ１に延びるそれぞれの発光層４２は、第２方向Ｄ２に
隣同士の下部電極３６にまたがらない。発光層４２は、コンタクト部４６との重複を避け
ている。それぞれの発光層４２に対応するように、図示しないキャリア輸送注入層（正孔
輸送層、正孔注入層、電子輸送層又は電子注入層）を、第２方向Ｄ２に分離して設けても
よい。
【００２２】
　図５は、複数の上部電極を示す斜視図である。複数の上部電極４４は、複数の下部電極
３６及び複数の発光層４２に重なるようになっている（図４参照）。詳しくは、第１方向
Ｄ１に一列で並ぶ一群の下部電極３６に連続的に重なるように、それぞれの上部電極４４
が設けられている。それぞれの上部電極４４は、第２方向Ｄ２に隣同士の下部電極３６に
またがらない。それぞれの上部電極４４は、第１方向Ｄ１に一列で並ぶ一群の下部電極３
６の両方向の外側にある一対のコンタクト部４６で、回路層３２と電気的に接続される。
【００２３】
　それぞれの上部電極４４と、上部電極４４に重なる発光層４２と、上部電極４４に重な
る一群の下部電極３６と、を含んで、一群の発光素子４８が構成される。それぞれの上部
電極４４は、一群の下部電極３６にそれぞれ重なる複数の電極部４４ａを有する。それぞ
れの発光層４２は、図４に示すように、一群の下部電極３６に重なる複数の発光部４２ａ
を有する。したがって、それぞれの又は１つの発光素子４８は、１つの下部電極３６と、
１つの電極部４４ａと、１つの発光部４２ａと、含む。
【００２４】
　図３に示すように、発光素子４８は、上部電極４４に積層する封止層５０によって覆わ
れることで封止されて水分から遮断される。封止層５０は、ＳｉＮなどからなる少なくと
も一層の無機絶縁層５２を含み、積層構造であってもよい。例えば、封止層５０は、一対
の無機絶縁層５２の間に樹脂などからなる少なくとも一層の有機絶縁層５４を挟む構造で
あってもよい。有機絶縁層５４の周囲で、一対の無機絶縁層５２が接触して重なる。
【００２５】
　図６は、複数の封止層を示す斜視図である。複数の封止層５０が、それぞれ、図３に示
す複数の積層体５６を封止している。積層体５６は、下部電極３６と、上部電極４４と、
下部電極３６及び上部電極４４の間に介在する発光層４２と、を含む。詳しくは、１つの
積層体５６は、１つの上部電極４４を含む。１つの積層体５６に含まれる１つの上部電極
４４は複数の電極部４４ａ（図５参照）を含み、複数の電極部４４ａに対応する一群の下
部電極３６を含む。それぞれの積層体５６には、一群の発光素子４８が、第１方向Ｄ１の
直線に沿って配列される。一群の発光素子４８は、第１方向Ｄ１の直線に沿って一列で配
列されている。複数の積層体５６のそれぞれが有する上部電極４４は、一群の発光素子４
８に対応する複数の電極部４４ａが連続した形状を有する。
【００２６】
　第２方向Ｄ２に隣同士の封止層５０は、スペースＳを挟んで分離している。スペースＳ
は、可撓性基板１０の一対の端部にわたって、第１方向Ｄ１の直線に沿って延びる線状部
を備えている。複数の封止層５０のそれぞれは、第１方向Ｄ１の直線に沿って連続的に延
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びている。第１方向Ｄ１の直線は、可撓性基板１０の外形である矩形のいずれかの辺に平
行である。複数の封止層５０のそれぞれに封止される上部電極４４は、第２方向Ｄ２に隣
にある封止層５０に封止される上部電極４４から、図５に示すように、スペースＳを介し
て分離している。複数の積層体５６のそれぞれが有する上部電極４４は、第１方向Ｄ１の
直線に沿った両端部で回路層３２（図２又は図３参照）に電気的に接続する。回路層３２
は、複数の積層体５６の下にある。なお、スペースＳが延びる方向は、即ち図５に示す第
１方向Ｄ１は、可撓性基板１０が湾曲する方向（第２方向Ｄ２。図１（Ｂ）参照）と交差
する方向であることが望ましい。
【００２７】
　本実施形態によれば、隣同士の封止層５０の間にあるスペースＳでは、封止層５０に応
力が生じることなく、可撓性基板１０を曲げることができるので、封止層５０の封止性能
の低下を防止することができる。
【００２８】
［第２の実施形態］
　図７は、本発明の第２の実施形態に係る表示装置の断面図である。図８は、本発明の第
２の実施形態に係る表示装置の複数の封止層を示す斜視図である。本実施形態は、それぞ
れの積層体２５６において、複数の発光素子２４８が第１方向Ｄ１の直線に沿って配列さ
れるが、図７に示すように複数列である点で第１の実施形態と異なる。つまり、上部電極
２４４は、図７に示すように、第２方向Ｄ２に隣り合って並ぶ複数の下部電極２３６に連
続的に重なる。また、上部電極２４４は、第１方向Ｄ１（図７の表裏方向）に隣り合って
並ぶ複数の下部電極２３６にも連続的に重なる。
【００２９】
　それぞれの封止層２５０は第１方向Ｄ１の直線に沿って、複数列で並ぶ複数群の下部電
極２３６と、それぞれの列に第１方向Ｄ１に並ぶ一群の下部電極２３６に対応する発光層
２４２と、複数群の下部電極２３６の全体と重なる上部電極２４４と、を封止する。それ
ぞれの上部電極２４４は、複数列で並ぶ複数群の下部電極２３６に対応して、複数列で並
ぶ複数群の電極部２４４ａを一体的に有する。
【００３０】
［第３の実施形態］
　図９は、本発明の第３の実施形態に係る表示装置の使用状態を示す斜視図である。本実
施形態では、可撓性基板３１０の屈曲方向が第１の実施形態又は第２の実施形態と異なる
。つまり、可撓性基板３１０は、短辺に沿った軸を中心に湾曲し、長辺が湾曲する。
【００３１】
　図１０は、本発明の第３の実施形態に係る表示装置の複数の上部電極を示す斜視図であ
る。複数の上部電極３４４は、短辺に沿った第２方向Ｄ２にそれぞれ延び、長辺に沿った
第１方向Ｄ１に隣同士が並んでいる。
【００３２】
　図１１は、本発明の第３の実施形態に係る表示装置の複数の封止層を示す斜視図である
。複数の封止層３５０は、短辺に沿った第２方向Ｄ２にそれぞれ延び、長辺に沿った第１
方向Ｄ１に隣同士が並んでいる。
【００３３】
　本実施形態は、第１の実施形態又は第２の実施形態において第１方向Ｄ１と第２方向Ｄ
２を入れ替えた内容になっている。
【００３４】
［第４の実施形態］
　図１２は、本発明の第４の実施形態に係る表示装置の使用状態を示す斜視図である。本
実施形態では、可撓性基板４１０は、短辺の両端にあってそれぞれ長辺に沿って延びる側
辺端部が湾曲するようになっている。湾曲は、長辺に沿った第１方向Ｄ１の軸を中心にし
ており、そのため、短辺が湾曲する。可撓性基板１０は、短辺の幅の中央部では平坦にな
っている。
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【００３５】
　図１３は、本発明の第４の実施形態に係る表示装置の複数の上部電極を示す斜視図であ
る。複数の上部電極４４４は、第１の上部電極４４４Ａを含む。第１の上部電極４４４Ａ
の下に、複数の下部電極３６（図４参照）が、第１方向Ｄ１の直線に沿って第１の列数（
例えば多数列）で配列されている。第１の上部電極４４４Ａは、第２方向Ｄ２において可
撓性基板４１０の中央部にある。
【００３６】
　複数の上部電極４４４は、第２の上部電極４４４Ｂを含む。第２の上部電極４４４Ｂの
下に、複数の下部電極３６（図４参照）が、第１方向Ｄ１の直線に沿って第２の列数（例
えば１列）で配列されている。第２の上部電極４４４Ｂは、第２方向Ｄ２において可撓性
基板４１０の端部にある。第２の列数よりも、第１の列数が大きい。
【００３７】
　第１の上部電極４４４Ａ及び第２の上部電極４４４Ｂは、いずれも、第１方向Ｄ１に延
び、第２方に幅を有する。第１の上部電極４４４Ａの幅Ｗ１は、第２の上部電極４４４Ｂ
の幅Ｗ２よりも大きい。少なくとも１つ又は複数の第２の上部電極４４４Ｂが、第２方向
Ｄ２において、可撓性基板１０の両端部のそれぞれにある。
【００３８】
　図１４は、本発明の第４の実施形態に係る表示装置の複数の封止層を示す斜視図である
。複数の封止層４５０の少なくとも１つである第１の封止層４５０Ａには、一群の発光素
子２４８（図７参照）が、第１方向Ｄ１の直線に沿って第１の列数（例えば多数列）で配
列されている。複数の封止層４５０の他の少なくとも１つである第２の封止層４５０Ｂに
は、一群の発光素子４８（図３参照）が、第１方向Ｄ１の直線に沿って第２の列数（例え
ば１列）で配列されている。第１の列数は、第２の列数よりも大きい。第１の封止層４５
０Ａは、第２の封止層４５０Ｂよりも、第２方向Ｄ２で可撓性基板１０の中央に近い位置
にある。
【００３９】
［第５の実施形態］
　図１５は、本発明の第５の実施形態に係る表示装置の使用状態を示す斜視図である。本
実施形態は、第４の実施形態において第１方向Ｄ１と第２方向Ｄ２を入れ替えた内容にな
っている。つまり、可撓性基板５１０は、長辺の両側にあってそれぞれ短辺に沿って延び
る側辺端部が湾曲している。湾曲は、短辺に沿った第２方向Ｄ２の軸を中心にしており、
そのため、長辺が湾曲している。可撓性基板５１０は、長辺の長さの中央部が平坦になっ
ている。
【００４０】
　図１６は、本発明の第５の実施形態に係る表示装置の複数の上部電極を示す斜視図であ
る。第１の上部電極５４４Ａは、第１方向Ｄ１において、可撓性基板５１０の中央部にあ
る。第２の上部電極５４４Ｂは、第１方向Ｄ１において、可撓性基板５１０の両端部にあ
る。第１の上部電極５４４Ａ及び第２の上部電極５４４Ｂは、いずれも、第２方向Ｄ２に
延び、第１方向Ｄ１に幅を有する。
【００４１】
　図１７は、本発明の第５の実施形態に係る表示装置の複数の封止層を示す斜視図である
。第１の封止層５５０Ａは、第２の封止層５５０Ｂよりも、第１方向Ｄ１で可撓性基板５
１０の中央に近い位置にある。その他の詳細は、第４の実施形態において第１方向Ｄ１と
第２方向Ｄ２を入れ替えた内容が該当する。
【００４２】
［第６の実施形態］
　図１８は、本発明の第６の実施形態に係る表示装置の複数の封止層を示す斜視図である
。隣同士の封止層６５０のスペースＳは、第１方向Ｄ１の直線に沿って延びる第１のスペ
ースＳ１を含む。隣同士の封止層６５０のスペースＳは、第２方向Ｄ２の直線に沿って延
びる第２のスペースＳ２を含む。つまり、複数の封止層６５０は、第１のスペースＳ１及
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び第２のスペースＳ２によって、複数行複数列で配列されるように分離される。
【００４３】
　図１９は、本発明の第６の実施形態に係る表示装置の断面図である。１つの封止層６５
０には１つの発光素子６４８が封止されている。つまり、それぞれの封止層６５０は、画
素ごとの下部電極６３６と、画素ごとの上部電極６４４と、これらの間のある画素ごとの
発光層６４２を封止している。それぞれの封止層６５０において、上部電極６４４は、コ
ンタクト６５８を介して回路層６３２に電気的に接続される。
【００４４】
［第７の実施形態］
　図２０は、本発明の第７の実施形態に係る表示装置の複数の封止層を示す斜視図である
。図２１は、本発明の第７の実施形態に係る表示装置の断面図である。本実施形態は、そ
れぞれの封止層７５０が一群の発光素子７４８を封止する点で、第６の実施形態と異なる
。
【００４５】
　それぞれの積層体７５６は、第１方向Ｄ１及び第２方向Ｄ２に複数行複数列で配列され
る一群の発光素子７４８を構成する。例えば、それぞれの積層体７５６は、複数の画素に
対応する複数の下部電極７３６と、複数の画素に対応する複数の発光層７４２と、複数の
画素に対応する上部電極７４４と、を有する。それぞれの積層体７５６が有する上部電極
７４４は、一群の発光素子７４８に対応する複数の電極部７４４ａが連続した形状を有す
る。なお、それぞれの積層体７５６が有する上部電極７４４は、一群の発光素子７４８に
対応して複数の電極部７４４ａでそれぞれ回路層７３２に電気的に接続する。つまり、そ
れぞれの積層体７５６では、複数の電極部７４４ａが一体化した上部電極７４４は、複数
のコンタクト７５８によって回路層７３２に電気的に接続されている。
【００４６】
［第８の実施形態］
　図２２は、本発明の第８の実施形態に係る表示装置の複数の封止層を示す平面図である
。本実施形態では、隣同士の封止層８５０の間のスペースＳが沿って延びる直線が、可撓
性基板８１０の外形である矩形のいずれの辺（第１方向Ｄ１及び第２方向Ｄ２）にも交差
する点で、第１の実施形態と異なる。それぞれの封止層８５０に封止される一群の発光素
子８４８も、直線に沿って一列で配列される。その直線も、可撓性基板８１０の辺（第１
方向Ｄ１及び第２方向Ｄ２）に交差する。
【００４７】
［第９の実施形態］
　図２３は、本発明の第９の実施形態に係る表示装置の複数の封止層を示す平面図である
。本実施形態では、隣同士の封止層９５０の間のスペースＳが沿って延びる直線が、可撓
性基板９１０の外形である矩形のいずれの辺（第１方向Ｄ１及び第２方向Ｄ２）にも交差
する点で、第２の実施形態と異なる。それぞれの封止層９５０に封止される一群の発光素
子９４８は、直線に沿って複数列で配列されている。その直線も、可撓性基板９１０の辺
（第１方向Ｄ１及び第２方向Ｄ２）に交差する。
【００４８】
　なお、表示装置は、有機エレクトロルミネッセンス表示装置には限定されず、量子ドッ
ト発光素子（ＱＬＥＤ：Quantum‐Dot Light Emitting Diode）のような発光素子を各画
素に備えた表示装置であってもよいし、液晶表示装置であってもよい。
【００４９】
　本発明は、上述した実施形態に限定されるものではなく種々の変形が可能である。例え
ば、実施形態で説明した構成は、実質的に同一の構成、同一の作用効果を奏する構成又は
同一の目的を達成することができる構成で置き換えることができる。
【符号の説明】
【００５０】
　１０　可撓性基板、１０ａ　厚肉部、１０ｂ　薄肉部、１２　集積回路チップ、１４　
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アンダーコート層、１６　半導体層、１８　ソース電極、２０　ドレイン電極、２２　ゲ
ート絶縁膜、２４　ゲート電極、２６　層間絶縁膜、２８　薄膜トランジスタ、３０　パ
ッシベーション膜、３２　回路層、３４　平坦化層、３６　下部電極、３８　コンタクト
ホール、４０　絶縁層、４２　発光層、４２ａ　発光部、４４　上部電極、４４ａ　電極
部、４６　コンタクト部、４８　発光素子、５０　封止層、５２　無機絶縁層、５４　有
機絶縁層、５６　積層体、２３６　下部電極、２４２　発光層、２４４　上部電極、２４
４ａ　電極部、２４８　発光素子、２５０　封止層、２５６　積層体、３１０　可撓性基
板、３４４　上部電極、３５０　封止層、４１０　可撓性基板、４４４　上部電極、４４
４Ａ　第１の上部電極、４４４Ｂ　第２の上部電極、４５０　封止層、４５０Ａ　第１の
封止層、４５０Ｂ　第２の封止層、５１０　可撓性基板、５４４Ａ　第１の上部電極、５
４４Ｂ　第２の上部電極、５５０Ａ　第１の封止層、５５０Ｂ　第２の封止層、６３２　
回路層、６３６　下部電極、６４２　発光層、６４４　上部電極、６４８　発光素子、６
５０　封止層、６５８　コンタクト、７３２　回路層、７３６　下部電極、７４２　発光
層、７４４　上部電極、７４４ａ　電極部、７４４　上部電極、７４８　発光素子、７５
０　封止層、７５６　積層体、７５８　コンタクト、８１０　可撓性基板、８４８　発光
素子、８５０　封止層、９１０　可撓性基板、９４８　一群の発光素子、９５０　の封止
層、Ｄ１　第１方向、Ｄ２　第２方向、ＤＡ　表示領域、ＰＡ　周辺領域、Ｓ　スペース
、Ｓ１　第１のスペース、Ｓ２　第２のスペース、Ｗ１　幅、Ｗ２２　幅。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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【図１９】 【図２０】

【図２１】 【図２２】
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